
月 

刊 

 
 
 
  
 
 

Monthly Journal of the Japan-India Association 

財団法人 日 印 協 会  （日印間の政治・経済・文化交流に努力して 104 年） 

 

 

11月 16日に行われた新旧駐印大使の歓送迎会にて花束を受ける両大使 
左側が新任の堂道大使、右側が帰任された榎大使 

（日印協会会員 阪本倉造氏撮影） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

1.新旧駐印大使歓送迎会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ. 3 

2.杉並区日印交流年記念フェア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ. 5 

3.最近のインド医療事情・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ. 10 

4.インドニュース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ. 16 

5.イベント情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ. 17 

6.新刊書紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ. 17 

7.掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ. 18 

 

目 
 
 

次 

     Vol. 104, No. 11       December, 2007                          題字 一万田 尚登氏 

 



 2 

 

 



 3 

 

1. 新旧駐印大使歓送迎会 
 

11 月 16 日（金）憲政記念館にて、日印協会と日印経済委員会の共催で、『榎泰邦』前駐

印特命全権大使及び『堂道秀明』新駐印特命全権大使の新旧両大使歓送迎会が 150 名を

超える来賓、来客をお迎えして、開催された。 

 

森会長より、シン駐日インド大使をお迎えし、国会議員の先生方も大勢見えられており、

また、経済界から多数の列席をいただき、新旧両大使歓送迎会が開かれることへのお礼

が申され、4年近くインドに滞在され、日印関係構築に多大な貢献をされた榎大使が帰任

されたこと、新たに堂道新大使が、前イラン大使時に大学生の人質事件のために着任が

遅れたが、新たにインドへ赴任される旨が紹介された。両大使にも、ご多忙の中を臨席

賜ったことに深謝の意を表された。また、併せ、改めて日印協会理事長に就任した平林

元駐印大使をご紹介された。前日印協会会長であった櫻内先生より会長職を引継いだ時

には、日印協会とはサロン的で静かにインドの話をする所との印象であったが、昨今の

世界情勢、特に日印関係が大きくなってきて注目を浴び出した中で、日印協会のあり方

を見直し、アジア、世界のために貢献すべきと認識した。インドのシン首相が訪日され

た時に、「森さん、貴方が日本とインドを随分と近づけてくれた」と言葉をかけてくれ、

とても嬉しく印象深く感じた。安倍前総理が御手洗経団連会長と財界の重鎮 250 名を引

連れてインドを訪問したのもその表れ。そこでサロン的雰囲気から脱し、新生日印協会

を目指して、豊富なインド経験と実力を備えた平林元駐印大使に協会の活性化を託した。

僅か 3、4ヶ月の間に日印協会は大きく変わった。議員が選挙活動するが如くに、平林理

事長には会員の勧誘に奮闘願っている。新旧両大使の歓送迎会開催と共に平林理事長の

紹介の挨拶をいただいた。 

 

引続いて、榎前大使よりご挨拶があった。榎大使は約 4 年弱インドに勤務されたが、こ

の間、インドと日本との関係の伸び率は、「政治 5倍、経済 3倍、人的交流 3割増」と評

価され、日印関係が飛躍的に向上したと強調された。お立場上、エキサイティングであ

り、やり甲斐に溢れた、大使としてのポジションであったとの印象を語られた。10 月末

に外務省を退官したが、引続き、日印関係に寄与していきたいとも述べられた。在任中

に日本から実に沢山の政財界のお歴々の訪問があり、自分にとっては計り知れない財産

を築くことが出来たと締めくくられた。 

 

堂道新大使よりは、近年日印関係が、著しく進捗しており、政財界の尽力により、さら

に向上するであろうことを実感している。しかし、今の日中関係と比すると、日印関係

の強さはまだまだ小さい。日中関係レベルまでに伸ばしていくことが大切であり、その

実現のための原動力は政財界にあるので、この甚大な力を十分に引き出し、一段と日印

関係強化を図っていくことが自分の役目だと、強く明言されたことは印象的であった。 

まずは、『インドを一層深く知る』ことと『政財界を通じて、確固たる信頼感を築く』こ

とから始めたいと話され、参列者の大いなる期待を込めた拍手でご挨拶を終えられた。 

 

続いて、両大使への花束贈呈式が行われ、新田日印経済委員長の乾杯の音頭で、両大使

への歓送迎会が開催された。約 1 時間ほどではあったが、両大使を囲み、森会長、シン

大使、国会各議員、財界代表の方々と親しく懇談を頂き、和やかなうちにお開きとなっ

た。特に産業界からは、堂道新大使へのご挨拶が続き、インド経済界への橋渡しをお願

いした模様である。堂道大使に置かれても、まずは日本側での政財界への確固たる信頼

感構築の第一歩が開かれたのではないかと推察している。 
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森会長のお言葉にもありましたが、シン駐日インド大使閣下、国会開催中にも係わらず

多数の国会議員の諸先生にご臨席いただき、また、ご多忙の中業務の合間にご列席いた

だいた、財界、学術会の皆様には、主催者側を代表して、本誌にて厚くお礼を申し上げ

ます。 

 

 

堂道 秀明（どうみちひであき）大使経歴 
昭和 23 年 12 月 14 日生 石川県出身 

 

昭和 46年 外務公務員上級試験合格 

47年 東大法卒、同年外務省入省 
63 年 中近東ｱﾌﾘｶ局ｱﾌﾘｶ第二課長 

平成 2年 欧亜局東欧課長 

4年 アメリカ大使館参事官 

8年 エジプト大使館公使 

11年 インドネシア大使館公使 
15年   中東アフリカ局長 
16年  イラン特命全権大使 
19年  インド特命全権大使 

 

 
堂道新大使（日印協会会員阪本氏撮影） 

 

 

 

     
森会長のご挨拶   榎前大使のご帰任挨拶 

 

 

    
新田日印経済委員会会長 乾杯のご挨拶  シン大使と森山代議士 
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会場での懇談風景     森会長、シン大使と中川代議士 

 

   
駐印、駐日両大使（堂道大使とシン大使）  平林理事長を囲んで新旧両大使 

 
(写真は、日印協会理事 大内晴美氏、日印協会会員阪本倉造氏、日印協会の提供による) 

 

 

2. 杉並区日印交流年記念フェア 
 

 

   
杉並区山田区長             記念式典の演壇 

 

東京都杉並区では、日印交流 50 周年の記念事業の一環として、杉並区を挙げて『杉並区日印交流年

記念フェア』を、2007 年 11 月 15 日～20 日の 6 日間、杉並区の『セシオン杉並』にて開催した。特

に 17 日（土)、18 日（日）には記念式典、特別講演、イベントとしてインドカレー販売、インド物産

販売、ヨガ実演、IT 教育紹介、サリー着付けなどを幅広く実施し、『インドを学ぶ、インドを知る、

インドを楽しむ』と言う共通テーマで、杉並区民のみならず、広く各地からの来訪者で賑わった。 

杉並区と日印協会、及び杉並区関係団体で組織した、『杉並区日印交流年記念フェア実行委員会』の

主催で、外務省、インド大使館、インド政府観光局と読売新聞社が後援した。 
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日印協会は、幾つかのイベントの中で、特別講演（後述）と日印関係 100 年の歴史を写真に綴った『写

真・パネル展』を担当した。 

杉並区は、国際交流の潮流の中で、山田区長が先頭に立って国際化を目指すことを強く謳われ、杉並

区蓮光寺にチャンドラ・ボースのお骨が納められていることもあり、インドへの思い入れが強く、日

印交流年に、区民挙げての記念フェア開催となった。期間中、杉並区と言う限られたエリアにも拘ら

ず、5千人を越える来場者があり、大変な盛況であった。また、日印協会が共催する、インドとの 100

年の歴史を写真で振り返る『写真・パネル展』も、写真展とは一般的には派手さのない展示会である

が、千二百名以上の来訪者を迎え、興味深く熱心に写真を見入っていたのが極めて印象的であった。

今や 19X19の掛け算を小さな子供のうちに覚えこませるとの評判の高い、IT教育についても紹介があ

り、児童英語教育の実習風景が披露された。『写真・パネル展』と児童英才教育紹介については、NHK

より取材を受け、夕方の首都圏ニュースで放映されたので、ご覧になった方も多かろうと思います。 

インド関連のイベントで何といっても人気のあるのが、インドカレー販売だ。今回もこの例に漏れず、

沢山のカレーショップが出展していたが、何れの店も昼食時間帯を外れてもまだまだ長蛇の列で、大

人気であった。今回の出展者は杉並区在住のカレーショップに限られていた関係で、馴染みのお店も

多かったのかもしれない。また、感心することは、カレーを楽しんだ後には、使った食器を自ら洗っ

て返却（ゴミを減らすためのディッシュ・リユース・システム）することだった。区役所の一つのエ

コライフ推進運動の一環とのことでした。 

 

   
会場入り口部         人気のカレーショップ 

  

   
       記念式典でのインド舞踊     児童英語教育風景 

 

   
日印協会による写真展（開場前） チャンドラ・ボースの所縁の品の展示 
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写真・パネル展の来場風景 

 

 

 

   
 

写真・パネル展の来場風景    

   
(写真は、日印協会理事 大内晴美氏、日印協会会員阪本倉造氏、日印協会の提供による) 
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日印交流年特別記念講演 
 

日印協会と杉並区との共催で行われた日印交流年記念特別講演として、『日印関係史の中

の亡命インド人：二人のボースをめぐって』と題して、東京外国語大学の藤井教授にお

話いただいたので、以下にその抄録を記載します。 

 

藤井 毅（ふじい たけし）教授経歴 
1955 年 5 月生れ 

 

1981 年 東京外国語大学卒 

1984 年 ｲﾝﾄﾞ ﾃﾞﾘｰ大学院卒 

1986 年 東京外国語大学院卒 文学修士 

 

現在  東京外国語大学外国語学部教授 

   
 

『日印関係史のなかの亡命インド人：二人のボースをめぐって』 
2007 年 11月 17 日(土) 於セシオン杉並 

東京外国語大学・外国語学部・教授  藤 井 毅 

 

１ はじめに 

題目の『日印関係史のなかの亡命インド人：二人のボースをめぐって』の二人のボース

とは、日本に密接に関わった、インド民族運動の先鋭的活動家の、『ラーシュビハリー・

ボース Rash Behari Bose （以下ラーシュビハリーと称す）』と、『スバーシュ・チャ

ンドラ・ボース Subhas Chandra Bose （以下スバーシュと称する）』のことである。

二人ともベンガル出身だが、同姓でも血縁の関係はなかった。前者は、通称『ビハリー・

ボース』或いは『中村屋のボース』とも呼ばれ、後者は杉並区の連光寺にお骨が保管さ

れている『チャンドラ・ボース』と呼ばれ、日本では割と名の通ったインド人である。 

 

2 二人のボースをめぐって 

二人の日本とのかかわりについては、単に直線的に結果だけを見ていたのでは、歴史的

理解は出来ない。『何故に日本に来ることになったのか』を、インドと日本のみならず、

世界的歴史の中で位置づけて、今まで語られなかった部分と、しかし重要な部分を踏ま

えて、解説をしたい。 

 

この二人は、それぞれ 1910 年～20 年初頭にかけて、インドの独立運動に身を投じていた

が、生立ちや政治的環境に違いが見られ、活動の仕方に大きな開きがあった。1900 年代

前半、インドは実質的にイギリスの支配下にあり、イギリスはインドに対して宗主国で

あり、絶対権力を行使していたので、これを不満とするインドの独立運動が盛んであっ

た。一方、当時、日本とイギリスは日英同盟が締結されており、締結の中身としては、

イギリスのインドにおける権益を侵さないとの意味合いを持っていた。即ち、イギリス

とインドの関係は、日英同盟と同じ効力を持つことと同意義に扱われた。日本はインド

に対して、政治レベルでは関与することが容認されなかった背景がある。 

二人のボースの歴史的環境の比較をすると、ラーシュビハリー（1886～1945）はインド

下級官吏の家庭に生まれ、教育もカレッジレベルを中退せざるを得なかったが、スバー

シュ（1897～1945）は裕福な弁護士の家に生まれ、英国に留学経験を持った非常に優秀

な人材であった。現にインド高等文官試験にも合格し、そのままいけば，将来のインド

行政の中心人物になっていたであろう。共に、反イギリス思想が激しく、インド独立運

動のリーダーとして活動するようになった。いずれも、実力行使による独立運動を思考

していた。 
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しかし、実際の政治的活動を見てみると、ここに決定的な違いが見出される。二人の間

に 11 歳の年の開きがあって、この年齢差が時代に流された。時は 1914 年頃、マハトマ・

ガンジーが登場してくるが、ガンジーの基本的思想は、『非暴力、無抵抗』による独立運

動であった。 

ガンジー登場以前に、ラーシュビハリーが活躍しており、当時のイギリスは先鋭的活動

に重大な警戒を発しており、共同謀議の嫌疑でラーシュビハリーを追跡していた。共同

謀議とは永久的に訴追される罪状であったため、ラーシュビハリーは実質的にインドに

留まることが不可能となった。1800年代後半から 1900 年代にはインド人の海外移住が大

量に行われており、日本を含め世界各国にインドコミュニティーが確立していた。ラー

シュビハリーはこの人脈を頼って、海外逃亡を図るが、イギリスの息のかかっていない

国は、数少なく、結果的には日本を選択した。しかし日本政府とて、日英同盟の関係で、

決して歓迎をいている訳ではなかったが、インドコミュニティーによる民間レベルでの

地下活動、或いは、中村屋の支援によって、逮捕には至っていない。結果的には、日本

に亡命後、日本を出ることもなく、また、日本人と結婚し、日本国籍を取得したことに

より、ある意味では幸福な一生であったともいえる。 

 

一方、スバーシュは、ガンジーの活動開始後に、ガンジーからの呼びかけに応じる形で、

インド最大の党派『インド国民会議派』の中で活動に専心するようになり、出身地での

ベンガル地区では指導的立場を確立した。1930 年代に彼はヨーロッパへ出向き、そこに

在住するインド人の実態と世界情勢を目の当たりにした。この辺りから、ガンジーの『非

暴力、無抵抗』主義に反発を覚え、次第にガンジー一派から離れていき、また、ガンジ

ー一派もスバーシュを見放し出した。我慢ならなくなったスバーシュは極秘裏にインド

を出国し、アフガニスタン、モスクワ経由でドイツに現れた。ドイツ到着直後、『枢軸国

とインドとの協力案』なる文書をドイツ外務省に提示するが、ドイツ政府も、スバーシ

ュがどれほどインドを代表するのか掴みきれず、むしろ懐疑的であった。しかし欧州に

在住するインド人を集め、インド人部隊を構築して『自由インドセンター』をベルリン

に設立、反イギリス活動を強めるなどの活動によって、次第にドイツ政府の食い込んで

はいったが、入国約一年後に当時のナチスドイツ総裁のヒットラーに面会したものの、

いきなり『日本に行くべきだ』と彼に対して何の興味も示さなかった。やむを得ず、潜

水艦で日本に渡ることになり、日本でのインド独立活動を継続していった。ヨーロッパ

ではドイツ敗戦が濃厚となって、スバーシュが構築したインド国民軍部隊も実質的に消

滅し、インドにおいても先鋭的インド国民部隊はイギリス政府への反逆罪こそ問われな

かったが残虐行為に対する処断が実施された。 

 

3 まとめ 

二人のボースが歩んだ道、或いは方法論は、徹底した武力行使によるイギリスからの独

立運動であった。しかし戦勝国であるイギリスは、この独立運動に加担した末端の兵士

への扱いを一切隠蔽してしまった。今後の課題として考察されていかなければならない

ことは、 

①枢軸国の対インド政策、 

②ヨーロッパにおける在留・亡命インド人の活動、 

③ヨーロッパやインド国内のインド国民軍兵士（捕虜）の実態と処遇 

などであるが、歴史を極める文献が完璧ではない。今後はこれらを明確にする文献整備

が肝要である。 

 

東京外国語大学では、インド言語を教える傍ら、言語を通して見えてくる、インドの歴

史を研究している。インドへの注目は最近急激に上がってきており、特に経済関係では

濃密なものになってきている。しかし、インドのことを学ぼうとする時に、インドの言
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葉で書かれた文献が手元には極めて少ない。前述のように、歴史の中で空白部分となる

箇所が多く見られ、歴史としてのストーリーが成立していない。現実にはインド固有の

文書が失われつつあり、消滅の危機に晒されている。これらの文書を収集し、整備し、

マイクロフィルム化、或いは CD 化して、社会として共有化することが重要である。この

視点で東京外国語大学では『史資料ハブ地域文化研究』というプロジェクトを立上げ、

インドの文献収集を始めた。まず、日印協会が所蔵する文献の整備、保存を目標とし、

作業を実施した。現在日印協会にはインド近現代史の文献が最も完備している。 

以上 
 

（上記は藤井教授の講演抄録であるが、若干切り口が異なるも、『月刊 自由民主』12月号（後述）に、

『二人のボースが命を賭した、独立への闘い』と題する論文が掲載されているので、参考下さい） 

 

3. 最近のインド医療事情 
 

海外へ旅行、滞在するにも不安をかき立てる一つが、その国の医療事情だ。ことインドでは『病気で、

無い物は無い』と言う劣悪な環境だと評判を落としているが、本当にそうだろうか？ 旅行医学を専門

とする東京厚生年金病院の医師・溝尾朗先生と品川イーストクリニックが実情を調査され、専門家の目

で見た『最近のインド医療事情』として、寄稿いただいたので、ご披露いたします。結論的には、ドク

ターとしての評価は、技量、設備とも非常に優秀であるので、安心してインドへお出掛け下さいとのこ

とであったが、しかし、何と言っても行き着くところは自己管理であることを深く認識してください。 

（溝尾先生、品川イーストクリニックは共に日印協会会員） 

 

溝尾 朗（みぞお あきら） 
1988年千葉大学医学部卒業 

千葉大学付属病院、都立府中病院などで研修後、

1998年から2001年までシンガポール日本人会診

療所勤務。現在、東京厚生年金病院内科部長、 

日本旅行医学会理事、ロングステイ財団評議員。 

 

右写真は森会長と親しく懇談される溝尾先生（中

央）と品川イーストクリニック内浦夫人（右手前）    
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『最近のインドの医療事情』 

 
 

東京厚生年金病院内科 溝尾朗、品川イーストクリニック 内浦玉堂、内浦玲子 

 

 

周知のように近年日本からインドへの渡航者、赴任者が急増している。それを反映して、私が勤務して

いる東京厚生年金病院の旅行外来、インターナショナルトラベルクリニック（品川イーストクリニック）

においても、インド渡航に関する医療アドバイスを求める人が増加している。そしてその需要に応える

ため、このたび現地訪問によるインドの病院調査を行った。 

具体的には、今年 10 月デリーとバンガロールにおいて 12 の病院を見学し調査を行った（写真 1）。デリ

ーでは以下の 7つの病院「Fortis Hospital」「Escorts Heart Institute & Research Center」「Rockland 

Hospital」「Max Hospital」「Indraprastha Apollo Hospital」「Artemis Hospital」「A.I.I.M.S.」、バ

ンガロールでは以下の 5 つの病院「Wockhardt Hospital」「Bangalore Apollo Hospital」「Pristine 

Hospital」「Sagar Apollo Hospital」「Bangalore Hospital」を視察した。本稿ではこの中から、イン

ドを代表する特徴的な病院を幾つか紹介する。 

 

インドの病院は、世界でもトップレベルの医療技術とファイブスターホテルを凌ぐ質の高いサービスを

提供する私立病院（外国人やインドの富裕層向け）、中間層や準富裕層を対象とした私立病院、貧困層

を中心に利用される公的医療機関の 3層構造を成している。そこで本稿では、トップレベルの病院とし

てデリーの「Max Hospital」とバンガロールの「Apollo Hospital, Bangalore」、中間層をターゲット

とした病院として「Pristine Hospital」、そしておもに貧困層が利用する「A.I.I.M.S.」を取り上げた。 

写真２が Max Hospitalである。空港から12km、ニューデリー駅から 15kmの距離のデリー南部に位置し、

Max Super Speciality Hospital と Max Heart & Vascular Institute（心臓血管センター）が併設され

ている。それぞれ 200 床の入院ベッドを持ち、7 個の手術室のうち 1 つは MRI を完備した手術室（写真

3）で脳外科手術に使われている。そこでは 1 日 25 件の手術が行われ、その他に心臓冠動脈形成術が 1

日 10～15 件、心臓冠動脈造影が 1日 15 件と日本の榊原記念病院と匹敵するほどの心臓血管系の治療・

検査が行われている。診療科は、心臓血管外科・内科、脳外科、整形外科、産婦人科、小児科、救急医

療をはじめ一般内科まで幅広い。また、日本ではまだ珍しい 64列マルチスライス CT を備えている。イ

ンド滞在中に Max Hospital に入院歴のある日本人女性から体験談を聞いたが、「診療やサービスの質は

十分満足できる内容でした。」との感想であった。日本人が入院時に一般的に使用すると思われる個室

の写真を掲載する（写真 4）。 

 

日本の NHKでも紹介された Apollo Hospital はアジアからアフリカにまたがるアジアで最大のヘルスケ

アカンパニーである。20 以上の病院（全部で 8000 床以上の入院ベッド）と 150 以上のクリニックを有

し、遠隔医療（Telemedicine）や救急車、ヘリコプター（写真 5）による救急搬送も行っている。アジ

アで最も質の高い医療施設を目指しており、様々なベンチマークを用いて国際基準に則った管理をして

いる（図 1）。ベンチマークとしては、経済的指標、臨床的指標（院内感染など）、運営上の指標、患者

と従業員の満足度などを用いている。また医療設備に関しては、64 列のマルチスライス CT と 1.5 もし

くは 3.0 テスラの MRI がほとんどの病院に整備されており、日本の多くの病院より設備面では優れてい

る。 

写真６はバンガロールの Apollo Hospital である。250 床の入院ベッドに対し医師 215 人、看護師 300

人という、日本の病院に比べ羨ましいほど充実したスタッフで運営されている。医師の 70％はアメリカ

もしくはイギリスでトレーニングを受けており、看護師はおもにシンガポールで教育されている。した

がって、医師や看護師は国際的にも高いレベルにあるが、他職種に関しては今回の調査では不明であっ

た。インドの平均的一般市民は清潔に対する意識がまだ低く、感染対策上問題があるとも聞くが定かで

はない。 
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発展途上国であるインドに、どうしてこのようなレベルの高い病院が必要なのか、いったいどのように

運営されているのか、疑問に思われる方もいると思う。昨年の TIME という雑誌の記事をみていただき

たい（写真 7）。近年 Medical Tourism という新しい旅行形態が発展し話題になっている。医療費の高い

欧米から、5分の 1から 10 分の 1の費用で医療が受けられる国、アジアではインド、タイ、シンガポー

ルに観光を兼ねて旅行する人が増えているのである。これらの国では国策で、医療を重点産業の 1つと

して位置づけて奨励しており、その成果が実っていると考えられる。実際には、外国人よりその国の富 

裕層が利用しているケースが多く、経営はうまくいっていると聞く。良くも悪くもアメリカと同様、高

度の医療はお金がかかるという考え方が普及しているからこそ成り立つのであるが、それが医療技術と

サービスの向上に結びついていることも否めない。 

 

次にバンガロールに102床のベッドを持ちインドの一般的な病院であるPristine Hospitalを紹介する。

写真 8の透析室のベッドは間隔が狭く、空調施設もクーラーでなく扇風機であり、写真 9は衛生的でな

い医療材料が保管されているカートである。どちらを見ても感染対策が不十分であることがわかる。写

真 10 の ICU には、さすがにクーラーが整備されベッドの間隔も広くとられている。突然 ICU の回診が

行われたが、若い医師によるポイントを押さえた手際よい症例紹介には感心した。写真 11 は手術室で

ある。3 つの手術室を備え、整形外科、形成外科、血管外科、脳外科、一般外科、耳鼻咽喉科など幅広

く各科の手術を行っているが、特に力を入れているのが整形外科で、今までに 1000 例を超える関節置

換術を経験している。あくまで推測であるが、医師の実力は十分であるものの、看護師をはじめパラメ

デイカルのレベルがまだ低いのではと感じた。1 人 1 人の患者さんにあいさつしながらの院長回診にお

供させていただいたが、「当院のモットーは患者中心の医療である」という院長の主張には、十分共感

できた次第である。 

 

最後に、50 年の歴史を持ちインドで最も優秀な国立大学の大学病院である A.I.I.M.S.を紹介する。イ

ンドでは多くのアジア諸国と同様公的医療保険制度はなく、私立病院では民間医療保険を利用するか自

費で医療費を支払う。そのため薬剤費を除いて診療費が無料である公的病院は、いつも混雑している。

写真 12 は病院の庭で泊まりながら、入院できるまで待機している患者さんとその家族である。写真 13

は救急外来であるが、雑然としており病院の建物も老朽化がすすんでいる。実はここに勤務している医

師もイギリスやアメリカで研修して帰国した者が少なくなく高度な医療も提供しているが、最近はより

待遇のよい私立病院へ転勤する医師が多いと聞いた。A.I.I.M.S.は一流の医療も行っているが、我々に

とっては、インドの医療のセーフティーネットを担っている病院と認識した方がよいと思う。 

 

以上インドの医療についての概要を紹介した。現在もそうであるように、日本人がインドで医療を受け

る場合は私立病院が望ましいが、私立病院のすべてが最良の医療を提供できるわけではない。世界中ど

こでも同様であるが、各病院の特徴を知り上手に活用することが、そこで生活する上で重要である。ま

た、インドのどこの都市にも高度医療機関があるわけではなく、大都市以外で事故や病気に遭遇したと

きの対処法や場合によっては搬送手段など、各自・各社でリスクマネジメントを構築しておくことが望

まれる。 

 

写真 1        写真 2 

   
右端が品川イーストクリニック内浦夫人、 

右から 3番目が溝尾先生 
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写真 3                   写真 4 

    
 

 

写真 5 
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写真 7 

     
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

写真 8              写真 9 
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写真 10               写真 11 

 
 

 

 

 

 

写真 12              写真 13 
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4． インドニュース 
（出典は、インド新聞各紙による） 

 

 

インド、2025 年には中所得国へ 
チダムバラム財務相によれば、現在のインドの一人当たりの所得は、800 米ドルだが、15年には 1,149

米ドル、そして 25 年には 4,000 米ドルを超える見通しで、中所得国になると予想している。 

 

07-08 年度インド経済性成長率、9％に 
チダムバラム財務相は、今年度の実質経済成長率は 9％を維持できると発言した。4 年間に亘って高

い成長率を継続できるのは、投資が成長のエンジンの筆頭であり国内需要と消費がこれに続いている。 

 

インドの外国人物価水準と順位 
国際的人材関連コンサルタントは世界主要都市の外国人居住者物価ランキングを発表した。それによ

れば、世界の主な都市とインド各地のランキングは 
 世界順位 都市名  国名  アジアでの順位 

 1 ルアンダ  アンゴラ 

 2 オスロ  ノルウェー 

 3  モスクワ  ロシア 

 7 ソウル   韓国  1 

 13 東京   日本  2 

 18 横浜  日本    3 

 27 神戸  日本  4 

 177 ムンバイ  インド  24 

 178 ニューデリー インド  25 

 186 チェンナイ インド  27 

 189 ハイデラバード インド  28 

 193 コルカタ  インド  30 

 205 バンガロール インド  37 

（300 都市）       （39都市） 

数値だけ見れば、インドはまだまだ物価水準は低いと言えそうだ。 

 

日立がインドビジネス支援センター 
日立はグループ会社を対象に、インドビジネス支援センターを設立して、厄介なインドの商習慣、税

制、法規制、労務管理、物流インフラに熟知した専門家をおいて、既存の会社のみならず、これから

進出するプループ会社に種々のアドバイスを与え、インドでの事業拡大を積極的に図っていく。 

インドで昇降機事業に乗り出すが早速にこの機能が発揮される由。2010 年には 2,000 億円の売上を目

指す。 

 

ニューデリー空港の濃霧対策 
冬のニューデリーは濃霧が発生し、30cm 先が見えなくなることがある。飛行場においても同じで、フ

ライトスケジュールが大幅に狂うことが度々起こる。空港の管制設備の能力もなることながら、ベテ

ランパイロットを配備して、離発着がスムーズになるように義務付けると協議した由。遅れた場合に

は、食事や飲み物を供給するよう指導している。 

 

 

 

 

 




